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はしがき この論文は「インフレ ジョ Yの財政金融的条件J (経済論叢， 1964， 1 
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ているようにみえる。現代のイ γプレー γ ョYは，ミ古典的マノレグス経済学ミの
最も基礎的な命題と，最も高次の現代帝国主義の矛盾とをつなぐ問題である。
あとがき 最初の構想では， ミ貨幣の価値、とインフレーションの項につづいて，貨
幣恐慌とインフレーション，金本位制と管理通貨制の二項をおき，インフレ論の論点、壱
整理するはずであった。しかし最初の項目だけで用紙の制限枚数に近づいたので，あと
の二項目はミ残された諸問題ミとして理論の筋道だけを示しておくこ去にした。
